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まちの話題

　

鳥
取
県
東
部
・
兵
庫
県
の
一
部
な
ど
で
舞
わ

れ
て
い
る
「
麒
麟
獅
子
舞
」
は
、
日
本
遺
産
に

も
登
録
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
芦
津
と
那
岐
の
２
ヶ
所
で
継
承
さ

れ
て
お
り
、
10
月
28
日
、
芦
津
獅
子
舞
保
存
会

に
よ
っ
て
麒
麟
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

芦
津
の
獅
子
舞
は
少
な
く
と
も
80
年
以
上
舞
わ

れ
て
お
り
、
蚊
帳(

胴
体
の
部
分)
の
柄
が
他

と
は
違
う
大
き
な
特
徴
の
１
つ
で
す
。

　

優
雅
に
舞
う
麒
麟
獅
子
の
姿
を
訪
れ
た
人
々

は
、
じ
っ
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

智
頭
に
舞
う
霊
獣
麒
麟
獅
子

　
　
　 

　
　
　
10
月
28
日(

水)

　
井
神
社

舞い踊る麒麟獅子

石谷家住宅では、今後麒麟獅子を扱った企画展を

行います。（18 ページ参照）

　

第
65
回
鳥
取
県
植
樹
祭
に
お
い
て
、
智
頭
町

森
林
組
合
が
「
鳥
取
県
美
し
い
も
り
づ
く
り
功

労
者
」と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、

林
産
物
の
生
産
、
緑
化
の
推
進
、
森
林
保
全
の

実
践
や
普
及
に
つ
い
て
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た

人
や
団
体
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

同
組
合
は
、
智
頭
杉
を
使
っ
た
住
宅
建
築
、

関
西
圏
で
の
販
路
開
拓
、
森
林
施
業
の
低
コ
ス

ト
化
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
谷
組
合
長
は
、「
今
後
も
職
員
で
一
丸
と

な
っ
て
、
智
頭
林
業
の
発
展
の
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
山
陰
本
部
よ
り
、
車

椅
子
２
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
を
受
け
金
兒
町
長
は
、「
小
さ
な
親
切

が
当
た
り
前
の
世
の
中
に
な
る
よ
う
活
動
さ
れ

て
い
る
こ
こ
と
は
、
希
薄
に
な
っ
た
人
間
関
係

を
活
発
化
し
よ
う
と
す
る
本
町
の
お
せ
っ
か
い

の
ま
ち
づ
く
り
と
、
将
来
的
に
通
じ
る
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
車
椅
子
は
、

町
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
車
椅
子
は
ほ
の
ぼ
の
東
西

の
玄
関
に
１
台
ず
つ
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

車
椅
子
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
　
　  

11
月
11
日(

水)

智
頭
町
役
場

森
林
組
合
が
知
事
表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　  

10
月
31
日(

土)

三
朝
町金兒町長と大谷組合長

「小さな親切」運動賛助会員の有中社長と金兒町長

寄贈いただいた
車椅子

虫

受
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